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Abstract
   The author has published three articles in the past in which he worked 
to translate select chapters and paragraphs of the Gramática de la lengua 
castellana destinada al uso de los americanos （Grammar of the Castil-
ian language for the Americans＊ use） written by Andrés Bello （1781-
1865）, into Japanese. This article is the fourth working title of this se-
ries. Bello, who is often referred to as the Venezuelan giant of Human-
ities, had an admirable career as a philosopher, educator, poet, politician, 
and linguist, and wrote the Gramática in 1847. This exemplary work of 
Bello is considered to be the predecessor to Chomsky’s Generative 
Grammar and is full of insight that is invaluable to the field of Castilian, 
i.e., Spanish linguistics. This philological value that it brings to the disci-
pline is what has moved the author to translate it into Japanese—some-
thing which has not been carried out by any other philologists.
   In this article, the text covered from “Chapter 3: Classification of 
Words” to the 121st Paragraph on “Chapter 4: Nouns” has been translated 
into Japanese with annotations. The three prior articles that the author 
wrote can be found on the journal Iberia. For its details please get access 
to https://ndlonline.ndl.go.jp/#!/detail/R300000001-I000009188991-00.
＊“Americans” here means “people from the Americas （American Conti-





Translation in Japanese of Andrés Bello’s  





ベリョ（Andrés Bello 1781-1865）が 1847 年に著した Gramática de la len-






とである。さて、この日本語訳の第 4 稿目となった本稿は、原著の「第 3























詞 tarde（遅く）から、動詞 imagino は実詞 imagen（像・イメージ）から



























だし、この複合語においては rubio おける語頭の /r/ 音を維持するために -rr- と
書かれる）、形容詞 alicorto（羽の短い）は実詞 ala（羽）と形容詞 corto（短
い）から、動詞 bendigo（祝福する）は副詞 bien（良く）と動詞 digo（言う）










（山積みにする）は、前置詞の a と実詞の montón（山状に盛ったもの）から
なる複合語である。ほかにも、動詞 anteveo は前置詞 ante と動詞 veo（見
る）から、実詞 sochantre は前置詞 so と実詞 chantre（教会合唱の指揮）から、


















の単純語である duco と、前置詞の con や de とからなるのである。他には、
カスティーリャ語においては独立できない語である「分離不可能複合辞」
がカスティーリャ語の単語と複合する例がある。たとえば、動詞 abstengo
（差し控える）はラテン語の前置詞 abs と、カスティーリャ語の動詞 tengo（持
つ）からなる。一方、カスティーリャ語の単語が、ラテン語においてすで
に分離不可能であった小辞と結合する例がある。たとえば、複合動詞 re-







































































































corne（先が二叉の、2 本の角の）における bi、tricolor（3 色）における tri、































pastor（羊飼い）は hombre（人）に含まれ、この hombre は animal（動物）


































































































す る。 す な わ ち、alma（ 魂 ） か ら almas、fuente（ 泉 ） か ら fuentes、
metrópoli（首都）から metrópolis、libro（書籍）から libros、tribu（種族）
から tribus、blanco（白い／男性形）から blancos、blanca（白い／女性形）
から blancas、verde（緑の）から verdes となるように。しかし、他の母音
によって先行されている強勢のない語末の i は yes となる。ay（「うわっ」








jabalíes、un sí（「はい」という返事）および un no（「いいえ」という返事）
から los síes や los noes となるように。また、una letra te（一つの t の文字）
から dos tees、una o（一つの o の文字）および una u（一つの u の文字）か
ら dos oes や dos úes となる具合である。しかしながら、mamá（母）と
papá（父）の複数形はそれぞれ mamás と papás となり、また、pie（足）
は pies となる。さらに、2 音節以上の、é や ó ないし ú で終わる語の複数
形は、s のみを付加することが常であって、corsé（コルセット）が corsés、
fricandó（フリカンドー）が fricandós、tisú（ラメ）が tisús となる。一方、
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（根）から raíces となるように。なお、frac（燕尾服）の複数形 fraques は
例外ではなく、これはあらゆる屈折語尾においては、原則として、音を表














114．［第三の例外］el martes（火曜日）が los martes となり、el parénte-









（不死鳥）や el señor González（ゴンサレス氏）が los 
señores González（ゴンサレス夫妻）となるように。
115．［第四の例外］元来の形態を保持している外国語の姓は、複数形でも
その形を変えない。los Canning（カニング家）や los Washington（ワシン
トン家）のように。ただし、その語尾がカスティーリャ語においてもよく
用いられるもので、カスティーリャ語のように発音するものは除く。たと











117．fénix の複数形として fenices という形が、韻文において使われたこ















は casasquintas となり、ricohombre（貴族）は ricoshombres となる。し
かしながら、padrenuestro（主の祈り）の複数形は padrenuestros であり、
vanagloria（虚栄）の複数形は vanaglorias、barbacana（城の銃眼）は bar-






















や los Virgilios と言い、放埒な王女たちを指して las Mesalinas と言う。
las Venus と言ってヴィーナスの像を指し、ムリーリョの二、三の絵を指
して dos o tres Murillos と言うのである。また、皇帝たちを los Césares












1 ）　ここは Edaf 版 59 ページの最下段に当たる箇所であるが、nuestra  lengua




3 ）　この箇所には本書の注釈者 José Rufino Cuervo によっても注が付けられて
いる。lejos/lejas という語が形容詞として用いられる可能性についてであるが、
lejas tierras という固定表現は存在するものの、lejos+ 男性名詞という組み合
















8 ）　sa- は現代スペイン語で生産的な接頭辞ではない。ベリョが挙げている sahu-
mar（香を焚く）はラテン語の suffumar に由来するが、この語は sub-＋fu-
mar からなり、sub- が後続の /f/ に影響を受けて逆行同化したと考えられる。




10）　zabullir は zambullir とも言うが、「何かをさっと水に浸す」の意。この語
は後期ラテン語の subbullire に由来するため、za- は sub- と同一である。




















21）　「s で終わる強勢のない語」は原文では ‘los en s no agudos’ だが、正確には、
最後の母音に強勢のない、s で終わる語である。単母音の mes（月）の複数形
は meses となる。
22）　原文では複数形が示されていないが、単複同形であるので los fénix となる。
23）　語尾の形からだけでは、Washington が複数形にならず、Newton がスペイ
ン語風の複数形になるのを説明できない。また、原文において Newtónes の








実詞、vaivén の下線部は動詞 venir の活用形である。形容詞と実詞の上位概
念が名詞であるから、ここでいう規則に該当する。
